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論文内容の要旨 

 

 第1章ではわが国の産業構造の変化に伴う、都市化や核家族化、女性の社会進出などによって、地域に

おける子育ての孤立や家庭の養育機能の低下など、現代の子育て家庭を取り巻く環境の問題を取り上げ

た。そのうえで、政府における子育て支援対策の動向や保育所保育指針の改定の変遷について概観し、

保育所機能の拡大や新たな役割について確認した。すなわち、保育所や保育士における「ソーシャルワ

ークとは何か」について問題提起をした。 

第2章では、保育とソーシャルワーク教育の関係について考察した。視点としては、保育士養成課程や

リカレント教育としての研修において、どのようなソーシャルワーク教育が行われているのか概観し、

保育士に対するソーシャルワーク教育の課題について言及した。保育士養成課程においては、量的・質

的の両面においてソーシャルワークに関する教育内容は十分とはいえず、結果的に卒業後の研修などに

おいて「学びなおし」が行われていること、専門的知識や技術の修得に課題があることを示した。 

第3章では、保育における計画とソーシャルワークの展開過程、保育現場で用いられているアセスメン

トの内容について考察した。保育所における子どもの保育は、保育所の保育の方針や目標に基づき様々

な保育計画が作成されている。こうした保育計画には、子どもや家庭のニーズを把握し、長期・短期目

標を設定し、目標の達成にむけて家庭や関係機関と連携しながら進めていく過程が示されていることか

ら、ソーシャルワークの展開過程と類似する点が多い。一方、保育におけるソーシャルワークのアセス

メントに課題があることを示した。 

第4章では、保育所や保育士が保育ソーシャルワークを実践していくにあたり、どのような視点や枠組

みにおいて実践すべきかについて、「エコシステム構想」を手がかりに論及していく。エコシステム構

想は、エコシステムの理論とコンピュータ・シミュレーションに基づいて、人の生活全体をシステムと

して把握された状況が、どのように生活全体のバランスをとりながら変化していくのかを生態学的に理

解することが可能である。また、その変容過程においては、変容を促進してきた要因について検討する

ことで、その後の支援方法やソーシャルワークの実践活動に対する評価ができるなど、アセスメントの

機能について考察している。 
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第5章では、エコシステム構想を保育分野に応用するために、「家庭」、「地域環境」、「実践環境」

の3つの分野に関する調査研究を行う。家庭の分野については、親の子育て観に関する構成要素を明ら

かにするため、保育所を利用している保護者を対象にアンケート調査を実施した。あわせて地域環境の

分野についても、保育所を利用している保護者を対象に、子育てにおける相談相手や協力者の実態につ

いてアンケート調査を実施した。また、実践環境の分野については、保育士や保育所におけるソーシャ

ルワーク支援の構成要素を明らかにするために、保育士を対象としたアンケート調査を実施した。以上

の調査研究によって、エコシステム構想における保育ソーシャルワークの構成要素を明らかにした。 

第6章では、第5章の調査研究で明らかになった保育ソーシャルワークの構成要素を基に、保育士のソー

シャルワーク・トレーニング方法を提示し、本研究で活用した教育支援ツールの評価および検討を行っ

た。つまり、ソーシャルワークのトレーニングプログラムの一貫として、教育支援ツールを保育者に試

行してもらい、その評価と感想についてアンケート調査を実施した。その結果、本研究で明らかになっ

た保育ソーシャルワークの構成概念は、保育者のアセスメントのスキル獲得や保育ソーシャルワークの

理解を促進する効果が示唆された。 
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論文審査結果の要旨 

 

１．論文の内容 

 保育ソーシャルワークにおける教育支援ツールの作成、そしてその有用性の検討を目的にしている。

保育におけるソーシャルワークの評価項目を、乳幼児、その保護者、保育所を対象に抽出し、現場での

実施、その有用性について言及した。 

 

２．評価 

 保育におけるソーシャルワークの評価項目を因子分析により抽出し、その実施・有用性について検証

したことは評価される。また、乳幼児ばかりでなく支援の対象となっている保護者や保育所といった環

境面での評価に至ったことは有意義といえる。 

 

３．口頭発表（公聴会）ならびに口頭試問の評価 

 上記内容について簡潔、かつ丁寧な発表が行われた。質問に対する返答も的確であり、真摯な態度で

あった。 

 

４．審査結果 

 保育所や保育士に求められるソーシャルワークの機能について分析し、保育におけるソーシャルワー

ク実践のための教育支援ツールを作成することを目的としている。 

 保育士が担うべき職務は乳幼児の保育を司ることであるが、家庭での子育ての困難化に伴い乳幼児の

保護者への子育て支援もその職務の一環として重視されるようになってきた。すなわち、親の子育て相

談、親子交流の促進、地域の社会資源との連携・協働・開発などのコミュニティワーク等々、家庭生活

全体を対象としたソーシャルワーク機能の実践が新たな役割として担うことになった。しかしながら、

保育におけるソーシャルワークの内容はいまだ十分に整理されているとはいえず、保育におけるソーシ

ャルワーク実践の評価が不十分といえる。そこで、保育におけるソーシャルワークの内容について、乳

幼児、その保護者ばかりでなく保育所をも視野に入れた教育支援ツールを作成するに至った。 

 保育ソーシャルワークにおける教育支援ツールの特徴は、①乳幼児、保護者、保育所を対象にし、②

保育におけるソーシャルワークの項目を整理したことにある。さらに、③教育支援ツールから得られた

評価を数値化・視覚化し、④その有用性について言及している。 

 

 以上、これらの研究成果は、実践的な研究であることが評価され、社会福祉学の学位（博士）にふさ

わしいものと全会一致で承認された。なお、審査にあたった委員は、橋本勇人氏（川崎医療福祉大学教

授）、兒玉修氏（本学教授）、川﨑順子氏（本学教授）、清水径子氏（本学准教授）、小川芳徳（本学教授、

委員長）の 5名である。 

 


